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塵
隠
の
作
品
に
み
る
社
会
問
題
意
識

中

本

ム、
口

枝

百

五
四
時
期
の
女
流
作
家
が
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
ち
、
揺
れ
動
く
社
会
を
、
そ
の
作
品
の
中
に
ど
う
表
現
し
て
い
っ
た
か
と
い
う
事
が
目

下
の
私
の
関
心
事
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
謝
球
心
と
共
に
盛
名
を
は
せ
た
宜
隠
の
作
品
を
取
り
上
げ
、

そ
こ
に
社
会
問
題
が
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
れ
て
い
る
か
を
み
て
ゆ
き
た
い
。
そ
の
十
四
年
足
ら
ず
の
著
作
生
活
を
次
の
よ
う
に
五
つ
の
時
期
に
分
け
て
考
え
て
み
る
事
と
す
る
。

（一）

大
学
時
代
l
郭
夢
良
と
の
交
際
（
可
海
漬
故
人
』
）

最
も
初
期
に
書
か
れ
た
の
が
『
海
演
故
人
【
中
集
（
商
務
印
書
館

一
九
二
五
年
七
月
）
で
あ
る
が
、
集
中
「
思
潮
」
を
除
く
十
三
一
隔
は
、
次

一
九
二
一
年

の
よ
う
に
す
べ
て
『
小
説
月
報
【
中
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

八
号
「
雨
個
小
向
学
生
」
、
十
一
号
「
霊
魂
可
以
貰
時
」

一
九
二
二
年

一
九
二
三
年

一
九
二
四
年

二
号
「
一
個
著
作
家
」
、
六
号
「
一
封
信
L

、

六
口
す
っ
飴
涙
」
、
十
号
「
月
下
的
回
憶
」
、
十
二
号
「
或
人
的
悲
哀
」

一
号
「
佑
佳
」
、
六
号
「
一
睡
石
的
日
記
L

、
十
号
「
海
演
故
人
l

－
、
十
二
号

J
砕
演
技
人
L

漬

四
号
「
論
落
」
、

五
号
「
富
稿
」
、
六
号
「
前
塵
」
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こ
れ
に
よ
り
、
『
海
漬
故
人
』
集
は
一
九
二
一
年
（
1
）
か
ら
一
九
二
四
年
の
間
に
書
か
れ
た
も
の
と
み
て
よ
い
か
と
思
う
）

で
は
、
こ
の
集
の
婦
人
問
題
に
関
す
る
小
説
か
ら
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

「
一
麗
石
的
日
記
」

の
麗
石
は
同
性
と
恋
を
し
て
い
る
が
、

そ
の
相
手
は
男
性
と
の
愛
に
目
覚
め
、

や
が
て
結
婚
し
よ
う
と
し
て
い
る
ζ

彼

女
は
失
望
の
あ
ま
り
病
死
す
る
の
だ
が
、
こ
の
小
説
に
は
結
婚
に
否
定
的
な
作
者
の
考
え
が
明
白
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

「
海
演
故
人
」
の
中
で
は
、
女
性
が
学
問
す
る
事
に
つ
い
て
の
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
る
。

進
了
皐
校
、
人
生
観
完
成
嬰
了
。
不
容
於
親
成
、

不
容
於
父
母
、

一
天
一
天
覧
得
自
己
孤
酒
、

什
度
悲
愁
、

什
鹿
無
柳
、

逐
件
渡
明

了。

・
：
量
不
是
知
識
誤
我
鴫
？
（
2
）

女
は
何
も
知
ら
な
い
事
が
美
徳
と
さ
れ
た
長
い
伝
統
の
下
で
は
、
自
由
を
求
め
て
大
学
に
や
っ
て
き
た
進
歩
的
な
女
性
達
も
、

ふ
と
孤
独
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に
陥
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
小
説
の
後
半
に
は
、
親
の
決
め
た
妻
を
持
つ
梓
青
と
露
沙
の
苦
し
い
恋
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
郭
夢
良
と
屋
隠
を
モ

ヂ
ル
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
小
説
の
中
で
は
は
っ
き
り
し
た
結
末
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
実
際
に
は
周
囲
の
大
反
対
に
抗
し
て
二
人

は
結
婚
す
る
の
で
あ
る
（
3
J
o

「
論
落
L

で
は
、
処
女
性
の
問
題
が
提
出
さ
れ
る
。
主
人
公
松
文
が
処
女
で
な
い
事
を
打
ち
あ
け
る
や
、
恋
人
は
い
と
も
簡
単
に
彼
女
を

拾
て
他
の
女
性
と
結
婚
し
て
し
ま
う
。
作
者
は
こ
の
男
性
の
軽
薄
窮
ま
り
な
い
行
為
に
つ
い
て
何
ら
批
判
的
な
態
度
は
み
せ
ず
、

た
だ
松
文

に
同
情
を
寄
せ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

「
前
塵
L

は
、
「
海
演
故
人
」
の
続
編
で
あ
り
、
郭
夢
良
と
の
新
婚
生
活
を
拙
く
。
主
人
公
は
、
結
婚
生
活
に
対
し
て
失
望
し
、
こ
の
ま
ま

家
庭
の
中
に
埋
も
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
を
抱
い
て
い
る
。

だ
が
不
安
は
不
安
の
ま
ま
投
げ
出
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
何



ら
の
方
向
性
も
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。

以
上
、
婦
人
問
題
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
そ
の
他
の
社
会
問
題
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
G

「
一
封
信
」
は
、
十
五
歳
の
少
女
が
借
金
の
か
た
に
陳
家
に
連
れ
て
ゆ
か
れ
、
折
濫
の
為
に
二
日
め
の
朝
に
は
巳
に
白
山
絶
え
て
い
た
と
い
う

筋
書
で
あ
る
。
こ
の
小
説
は
友
人
か
ら
の
手
紙
の
形
で
語
ら
れ
る
が
、
手
紙
を
書
い
て
い
る
友
人
も
、
読
ん
で
い
る
「
私
」
も
、
共
に
外
側

か
ら
同
情
す
る
と
い
う
立
場
で
描
か
れ
て
い
る
。

「
雨
個
小
周
子
生
」

は
、
請
願
デ
モ
に
参
加
し
た
二
人
の
小
学
生
が
新
華
門
で
負
傷
し
た
事
件
を
取
り
上
げ
る
。

虚
隠
は
北
京
国
立
女
子
高

等
師
範
皐
校
（
4
）
で
学
生
運
動
に
参
加
し
て
お
り
勺
三
、

こ
の
作
品
は
そ
の
活
動
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

に
は
傍
看
者
的
態
度
は
な
く
、
迫
力
の
あ
る
短
編
小
説
と
な
っ
て
い
る
。
合
法
的
な
請
願
、
デ
モ
の
は
ず
な
の
に
こ
ん
な
ひ
ど
い
事
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
、

一
体
法
律
は
何
の
為
に
あ
る
の
だ
と
い
う
負
傷
し
た
小
学
生
の
母
親
の
叫
び
も
力
強
く
、
作
者
の
怒
り
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
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で
あ
る
。

「
霊
魂
可
以
責
鴫
」
は
、

工
場
で
労
働
す
る
女
工
の
叫
び
で
あ
る
。
一
二
、

四
年
の
間
毎
日
機
械
と
向
い
合
っ
て
い
る
と
、
機
械
の
一
部
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
賃
金
を
得
る
為
に
、
労
働
力
だ
け
で
な
く
魂
ま
で
売
り
渡
し
て
し
ま
っ
て
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
、

と

い
う
悩
み
を
訴
え
る
女
工
に
「
私
」
は
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
の
作
品
は
、

貧
し
い
女
工
と
顔
見
知
り
程
度
の
、
「
私
L

の
限
で
描

か
れ
て
は
い
る
が
、
聡
明
な
女
工
は
実
に
生
き
生
き
と
し
て
い
る
。

「
飴
涙
」

は
、
か
つ
て
の
恩
師
で
あ
る
修
道
女
が
内
戦
を
憂
え
、
自
ら
戦
場
に
赴
い
て
そ
の
患
を
説
い
て
ま
わ
る
が
、
流
れ
玉
に
当
っ
て

死
亡
す
る
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
革
命
の
意
義
は
全
く
問
題
に
さ
れ
ず
、

い
か
な
る
理
由
に
せ
よ
、
同
じ
人
間
同
士
が
殺
し
合
つ

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
思
想
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
作
者
の
人
道
主
義
者
と
し
て
の
視
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。



「
月
下
的
回
憶
」
は
、

日
本
軍
侵
略
の
様
子
を
描
い
て
い
る
。

日
本
人
教
師
が
日
本
語
の
教
科
書
で
子
供
達
を
教
育
し
、
中
国
の
精
神
を

骨
抜
き
に
し
て
い
る
事
、

モ
ル
ヒ
ネ
に
よ
る
中
毒
患
者
の
問
題
、
売
春
の
問
題
が
持
ち
出
さ
れ
る
が
、
回
想
の
形
を
取
り
、
主
人
公
は
そ
の

話
の
聞
き
役
に
過
ぎ
な
い
。

以
上
、
社
会
問
題
に
関
す
る
小
説
を
見
て
き
た
が

こ
の
時
期
、

虚
隠
は
学
生
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
り
（
6

）、

生
涯
を
通
し
て

唯
一
、
直
接
的
に
社
会
問
題
と
取
り
組
ん
だ
時
期
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
小
説
は
大
衆
と
し
て
の
眼
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ず
、
常
に
傍
看
者
的
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
知
識
分
子
が
運
動
の
中
心
で
あ
っ
た
五
四
と
い
う
時
代
の
影
響
も
あ
る
で
あ
ろ
う
し
、
置
隠
の
資

質
に
も
関
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

直
隠
は
こ
の
集
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

本
冊
子
裏
、
充
満
了
哀
感
、
然
而
是
一
種
薄
浅
的
哀
感
、
（
以
下
略
）
（
7

）
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其
中
除
了
一
雨
篇
如
海
演
故
人
、
等
是
異
的
由
我
生
活
中
韓
験
出
来
的
東
西
、
共
鈴
多
半
由
於
間
接
聴
来
、
或
者
空
想
出
来
的
、
在
浩
一
理

悲
哀
は
、
鹿
隠
の
作
品
に
於
て
大
き
な
主
題
の
一
つ
で
あ
る
。
幼
少
よ
り
母
に
愛
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
深
い
心
の
傷
、
度
重
な
る
不

幸。

大
き
す
ぎ
る
悲
し
み
は
瞳
隠
の
眼
を
内
へ
内
へ
と
向
わ
せ
は
し
た
が

そ
れ
で
も
社
会
に
対
し
て
精
一
杯
の
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い

る
。
婦
人
問
題
に
関
し
て
は
、
こ
の
集
で
は
ま
だ
明
確
な
意
識
が
み
ら
れ
な
い
。

同

郭
夢
良
と
の
結
婚
・
夫
の
死
（
守
層
盟
海
潮
汐
』
、
可
目
安
一
腿
』
）

『
謹
海
潮
汐
一
ム
集
（
上
海
開
明
書
店
、

一
九
一
二
年
一
月
）
、
『
目
安
一
麗
コ
集
（
北
京
古
城
主
日
社

一
九
二
八
年
一
月
）
中
の
作
品
が
執
筆
さ
れ
た

の
は
何
時
頃
で
あ
ろ
う
か
つ
一
」
小
説
月
報
＝
に
は
、
一
七
蚕
海
潮
汐
L

一
集
中
の
作
品
が
次
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。



一
九
二
五
年

一
号
っ
父
親
L

、
四
号
「
幽
弦
L

、
六
号
「
勝
利
以
後
L

、
十
号
「
秦
数
授
的
失
敗
」
、
十
二
号
「
危
機
」

一
九
二
六
年

十
号
「
寄
天
涯
一
孤
鴻
L

、
十
一
号
「
霊
海
潮
汐
致
梅
姐
」
、
十
二
号
「
寂
実
」

一
九
二
七
年

一
号

J
監
田
的
機
悔
録
」
、
二
号
っ
何
慮
是
蹄
程
」

一
九
二
八
年

十
二
号
「
雨
夜
」

（
残
る
一
篇
「
雲
市
維
姑
娘
」
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

一方、

『目史一鹿戸ゐ

集
に
つ
い
て
は
白
鳳
が
、

「J
史
一
嵐
』
集
中
共
牧
有
十
九
個
短
篇

大
多
数
潟
於
一
九
二
七
年
九
月
以
前
的
四
五
個
月

一長。
L

（8
）
と
述
べ
て
い
る
。
閣
純
徳
が
、

J
逗
時
期
（
リ
）
、
地
創
作
的
小
説
、
散
文
和
散
文
詩
、
多
授
表
在
北
京
一
＼
長
報
』
副
刊
和
石
評
梅
所

騨
的
長
国
破
周
刊
』
上
、

其
短
篇
集
成
一
冊
、

名
日
『
日
史
一
麗
』
O
L

（
山
）
と
記
し
て
い
る
所
か
ら
み
て
、
合
鳳
は
『
長
報
勺
司
副
刊
と
『
菩
破
周
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刊
』
に
発
表
さ
れ
た
時
期
に
基
づ
い
て
述
べ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
長
田
被
周
刊
と
は
見
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
亡
d
R
反
報
二
一
副
刊
に

発
表
さ
れ
た
作
品
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
二
六
年

十
二
月
「
西
箇
風
雨
し

一
九
二
七
年

一
月
「
寄
燕
北
諸
故
人
」
、
二
月
寸
時
代
的
犠
牲
者
」
、
四
月
「
血
泊
中
的
英
雄
」
・
「
風
欺
雪
虐
」

以
上
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
「
雨
夜
」
、
「
雲
市
維
姑
娘
」
を
除
く
『
一
塞
海
潮
汐
』
集
の
作
品
は
、

一
九
二
五
年
か
ら
一
九
二
七
年
に
か
け
て

執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
『
長
一
麗
』
集
は
、

ほ
ぼ
一
九
二
七
年
前
半
に
成
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
『
露
海
潮
汐
』
集
中
の
、
婦
人
問
題
に
対
す
る
意
識
の
表
わ
れ
て
い
る
作
品
か
ら
み
て
い
く
事
に
す
る
。

「
父
親
L

は
、
踊
さ
れ
て
嫁
い
で
き
た
若
き
継
母
に
恋
を
す
る
青
年
の
日
記
で
あ
る
。
夫
に
は
既
に
本
妻
が
い
る
事
を
知
り
、

ヨ二
だ

七
、
八
才
に
し
か
な
ら
な
い
継
母
は
、
自
分
の
人
生
を
あ
き
ら
め
て
し
ま
っ
て
い
る
。



但
是
我
是
女
子
、
嫁
給
他
了
、
什
腹
部
定
了
、
還
有
我
活
動
的
儀
地
問
？

有
人
也
勘
我
和
他
離
婚
、
ー
這
個
也
説
不
定
是
血
〈
我
有
盆

的
、
但
是
世
界
上
男
人
有
幾
個
穿
得
住
的
、
再
嫁
也
難
保
不
一
様
的
痛
苦
、
我
一
直
忍
到
現
在
！
我
貸
得
是
個
不
幸
的
人
（
日
）
O

経
済
的
自
立
の
手
段
を
持
た
な
い
女
た
ち
は
、
離
婚
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
た
だ
じ
っ
と
耐
え
る
し
か
な
い
。
作
者
は
、
こ
の
よ
う
に
悲

惨
な
境
遇
に
置
か
れ
て
い
る
女
性
た
ち
に
限
り
な
い
同
情
を
寄
せ
、

そ
れ
を
許
し
て
い
る
社
会
に
憤
り
を
感
じ
て
い
る
は
ず
な
の
だ
が
、

メA
」

れ
は
読
者
に
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
な
い
。

青
年
の
日
記
を
つ
私
」
が
読
む
と
い
う
、

間
接
的
な
手
法
に
依
っ
て
い
る
と
い
う
事
も
あ
ろ
う

が
、
や
は
り
こ
う
い
う
境
遇
に
あ
る
女
性
の
問
題
を
作
者
が
自
分
の
事
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
所
に
原
因
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

「
勝
利
以
後
」
は
、
家
事
に
追
わ
れ
る
生
活
に
満
足
で
き
ず
、
何
か
を
し
た
い
と
い
う
高
等
教
育
を
受
け
た
女
性
の
悩
み
を
訴
え
る
。

但
是
我
質
得
女
子
入
了
家
庭
、

封
於
枇
合
口
事
業
、
回
然
有
多
少
阻
礎
、

然
一
間
不
是
紹
釘
没
有
顧
及
社
合
円
事
業
的
可
能
。

現
在
我
問
所
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愁
的
、
却
不
是
家
庭
放
不
開
、
而
是
枇
命
日
没
有
事
業
可
作
（
口
）
Q

し
か
し
、
こ
の
主
張
は
女
性
差
別
社
会
に
対
す
る
批
判
に
は
な
ら
ず
、
結
婚
否
定
と
い
う
結
論
に
流
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

「
何
慮
是
蹄
程
」
も
、
結
婚
し
た
事
を
後
悔
す
る
女
性
が
主
人
公
で
あ
る
。
家
庭
に
持
ら
れ
、
社
会
的
に
何
ら
の
貢
献
も
為
す
こ
と
が
で

き
な
い
と
訴
え
る
主
人
公
に
、
三
妹
妹
は
婦
人
解
放
運
動
を
し
て
い
た
独
身
の
伯
母
の
話
を
す
る
。
孤
独
な
彼
女
が
や
は
り
結
婚
し
て
い
た

方
が
良
か
っ
た
と
言
っ
た
と
い
う
事
を
聞
き
、
主
人
公
は
嘆
息
す
る
。
「
忽
度
帰
？

。4・
河：口

婚
出
不
妊

不
結
婚
也
不
好
、
政
路
紛
出
、
到
底

何
慮
是
蹄
程
町
p
・L
（
日
）
こ
こ
で
も
議
論
は
結
婚
す
べ
き
か
、
せ
ざ
る
べ
き
か
と
い
う
次
元
で
行
わ
れ
て
い
る
。

「
藍
田
的
機
悔
録
」
で
は
、
親
の
決
め
た
結
婚
を
拒
否
し
て
家
出
し
た
荒
田
が
、
恋
人
に
拾
て
ら
れ
病
死
す
る
c

行
動
ば
し
て
み
た
も
の

の
、
社
会
的
に
何
の
力
も
持
た
な
い
主
人
公
は
、
可
人
形
の
家
』
の
ノ
ラ
を
初
御
と
さ
せ
る
。

我
如
果
能
血
〈
世
界
全
女
性
握
手
、
使
婦
女
例
開
個
新
紀
元
、
那
鹿
我
機
悔
以
前
的
、
同
時
我
将
要
奮
闘
未
来
的
（
叫
）
。



重
い
病
の
床
に
あ
り
な
が
ら
も
、
深
い
絶
望
か
ら
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
る
主
人
公
の
け
な
げ
さ
が
、
作
品
の
暗
さ
を
わ
ず
か
に
救
っ
て

、、、，（〉

し
ア
j以

上
が
婦
人
問
題
に
関
る
小
説
で
あ
る
。
そ
の
他
の
社
会
問
題
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
次
の
二
一
仰
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
秦
教
授
的
失
敗
」
は
、
中
国
の
腐
敗
し
た
家
庭
を
改
革
し
よ
う
と
す
る
、
留
学
帰
り
の
青
年
教
授
を
措
く
。
聴
衆
の
前
で
は
高
い
理
想

を
説
く
彼
も
、
妾
を
囲
い
阿
片
を
吸
う
封
建
的
な
父
親
と
対
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
c

自
分
の
家
庭
も
改
革
で
き
な
い
の
に
、
社
会
を
変

え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
の
青
年
を
、
匿
隠
は
い
つ
に
な
く
厳
し
い
調
子
で
風
刺
し
て
い
る
。

「
危
機
」
は
教
育
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
挨
の
厳
し
い
家
庭
に
育
っ
た
二
人
の
生
徒
が
、

授
業
で
習
っ
た
フ
一
ブ
ン
ク
リ
ン
の
家
出
を
ヒ

ン
ト
に
し
て
、

実
行
に
移
す
。

二
人
は
無
事
帰
っ
て
来
る
が
、

校
長
は
会
議
を
聞
い
て
、
生
徒
の
思
想
に
責
任
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
と

訓
示
す
る
。
教
師
た
ち
は
皆
考
え
込
み
、

不
安
な
表
情
で
あ
る
c

こ
れ
は
作
者
が
自
ら
の
教
員
生
活
の
中
か
ら
取
材
し
た
も
の
で
あ
ろ

ヤつ〆
O

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
集
で
は
『
海
演
故
人
』
集
に
み
ら
れ
た
社
会
問
題
に
対
す
る
関
心
は
ほ
と
ん
ど
影
を
潜
め
、
雇
隠
の
限
は
専
ら
自

分
と
そ
の
周
囲
に
の
み
注
が
れ
て
い
る
。
主
婦
と
仕
事
と
い
う
テ

I
マ
を
取
り
上
げ
て
も
、
何
ら
か
の
解
決
方
法
を
模
索
す
る
の
で
は
な

く
、
結
婚
否
定
と
い
う
結
論
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
雇
隠
が
当
時
自
ら
の
結
婚
生
活
に
失
望
し
て
い
た
こ
と
を
表
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
郭
夢
良
と
の
生
活
は
、
結
婚
と
は
何
か
、

そ
の
中
で
女
性
は
ど
の
よ
う
に
生
き
る
べ
き
か
と
い
う
事
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
こ
の
集
あ
た
り
か
ら
、
婦
人
問
題
に
つ
い
て
は
か
な
り
明
確
な
意
識
を
持
ち
つ
つ
あ
る
事
が
伺
わ
れ
る
。

（
集
中
の
「
雨
夜
し
と
「
雲
市
維
姑
娘
」
は
、
李
唯
建
と
出
会
っ
て
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
倒
に
入
れ
る
。
）

次
に
『
4

円
安
麗
』
集
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
『
底
陰
、
中
園
現
代
作
家
選
集
叢
書
L

、
『
麿
隠
選
集
』
、
亡
】
閏
辰
報
』
副



刊
に
よ
っ
た
が
、
十
九
篇
中
五
篇
は
未
見
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
、
婦
人
の
問
題
を
扱
っ
た
三
篇
か
ら
み
て
い
く
事
に
す
る
。

「
時
代
的
犠
牲
者
L

は
、
留
学
生
の
張
道
懐
が
十
数
年
も
連
れ
添
っ
た
妻
を
捨
て
、

お
金
の
為
に
他
の
女
性
を
だ
ま
し
て
結
婚
を
目
論
む

と
い
う
話
で
あ
る
。
だ
が
妻
は
、
も
う
一
人
の
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
為
に
と
相
手
の
女
性
に
真
相
を
打
ち
あ
げ
、
そ
の
結
婚
を
阻
止
す
る
。

寸
自
由
恋
愛
L

と
い
う
美
名
の
元
に
、
女
性
を
踏
み
に
じ
る
男
た
ち
を
告
発
し
、

弱
い
立
場
に
あ
る
女
性
の
苦
し
み
を
訴
え
よ
う
と
は
し
て

い
る
が
、
捨
て
ら
れ
た
妻
の
悲
哀
を
強
調
し
過
ぎ
て
、
女
性
解
放
の
叫
び
は
焦
点
の
ず
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

「
西
箇
風
雨
L

は
、
両
親
を
亡
く
し
て
売
ら
れ
て
き
た
幼
い
女
中
を
描
く
。
彼
女
を
使
う
立
場
に
あ
る
つ
私
L

は
、
自
分
の
娘
が
十
分
な

保
護
を
受
け
て
い
る
の
に
、
こ
の
六
歳
の
少
女
が
無
理
な
労
働
を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
事
に
耐
え
難
い
思
い
を
抱
く
。
そ
し
て
十
年
後
、
そ
の

寸
保
体
梨
花
し
は

養
母
や
劇
団
の
座
長
に
虐
げ
ら
れ
、
生
き
る
希
望
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
京
劇
の
女
優
が
主
人
公
で
あ
る
。
彼
女
に
思
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女
中
が
死
ん
だ
と
い
う
便
り
を
受
け
取
っ
て
や
り
き
れ
な
い
悲
し
み
に
襲
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

い
を
寄
せ
る
呉
雪
扉
は
、

そ
の
女
優
が
自
殺
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
を
目
前
に
し
て
も
、

た
だ
言
葉
で
励
ま
す
こ
と
し
か
で
き
な
い
。

「’市小’’
僧
I
l

’

慮
当
努
力
、
和
這
罪
悪
的
社
曾
奮
闘
！

L
B
）と。

次
に
革
命
を
主
題
と
し
た
作
品
を
挙
げ
よ
う
。

「目安一関
L

は
、
祖
国
の
為
に
身
を
呈
し
て
戦
お
う
と
す
る
純
粋
な
女
性
を
描
く
。

だ
が
日
比
一
麗
が
入
っ
た
党
は
腐
敗
し
切
っ
て
お
り
、

そ
の

革
命
と
は
程
遠
い
状
態
に
失
望
し
た
彼
女
は
神
経
衰
弱
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
最
後
に
は
、

「
我
病
好
以
後
、

我
要
努
力
伐
那
走
得
通

的
路
、

去
尋
求
光
明
。

以
前
的
問
限
所
撞
的
傷
痕
、
永
遠
保
持
着
回
！

（
凶
）
」
と
記
さ
れ
る
。

寸

f
九

十

J
h

、

エ
↑
」
、
、

目
立
毘
の
日
記
を
読
む
立
場

で
、
決
し
て
行
為
者
に
な
る
こ
と
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
の
よ
う
に
絶
望
的
な
結
末
を
与
え
て
ば
い
な
い
。



寸
風
欺
雪
虐
し
で
は
、
両
親
も
家
も
失
い
、
婚
約
を
解
消
し
た
女
性
梅
痕
が
革
命
戦
争
に
参
加
す
る
。
彼
女
は
そ
の
中
で
失
望
し
、
新
し

い
道
を
探
そ
う
と
す
る
が
、

ど
こ
に
求
め
れ
ば
よ
い
の
か
分
ら
な
い
。
「
私
L

は、

こ
こ
で
も
友
人
梅
痕
の
手
紙
を
読
み
、

た
だ
そ
の
運
命

を
気
遣
う
ば
か
り
で
あ
る
。

「
秋
風
秋
雨
愁
殺
人
」
は
、
秋
瑳
を
そ
の
い
と
こ
の
眼
を
通
し
て
、
回
想
の
形
で
描
く
。
「
血
泊
中
的
英
雄
」
も
革
命
を
主
題
に
し
た
も
の

で
あ
り
、
「
生
命
的
光
栄
L

、
「
一
鞭
残
照
一
畏
」
（
こ
の
二
篇
未
見
）
も
、
祖
国
の
運
命
に
関
心
を
寄
せ
る
熱
血
青
年
や
、
愛
の
為
に
戦
場
に
赴
く

主
人
公
を
登
場
さ
せ
る
（
げ
）
0

以
上
『
目
安
一
麗
b

集
の
作
品
を
見
て
き
た
が
、
作
者
は
そ
の

「
自
序
」
の
中
で
、
「
是
在
我
従
頚
唐
中
振
起
的
作
品
、
是
閃
燥
着
劫
後
的
飴

焔。
L
（
刊
日

と
述
べ
て
い
る
。

一
九
二
五
年
十
月
に
夫
を
失
っ
て
か
ら
一
年
半
、

『
霊
海
潮
汐
』
集
で
、
自
分
と
そ
の
周
囲
に
し
か
向
け
ら
れ
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な
か
っ
た
麗
隠
の
眼
は
、
夫
の
死
後
身
を
寄
せ
て
い
た
郭
家
で
姑
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
侮
辱
を
受
け
た
後
、
再
び
社
会
に
対
し
て
開
か
れ
た
よ

う
で
あ
る
。
だ
が
傍
看
者
と
し
て
の
態
度
は
変
ら
ず
、
間
接
的
な
描
写
法
を
取
る
作
品
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
迫
力
に
欠
け
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
点
は
否
定
し
難
い
。

た
っ
た
一
人
で
子
供
を
育
て
、
教
師
と
し
て
働
き
、

そ
の
合
間
に
書
か
れ
た
の
が
こ
の

『目安一麗
ι
集
で
あ

る

同

塵
隠
を
慕
う
青
年
の
出
現
（
『
蹄
雁
』
）

『
鹿
隠
惇
』
に
よ
る
と

『
蹄
雁
』
（
神
州
国
光
一
位
、

一
九
二
二
年
六
月
再
版
）
が
書
か
れ
た
の
は

『
華
厳
半
月
刊
七
の
編
集
を
し
て
い
た

頃
で
あ
る
（
円
）
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
一
九
二
七
年
後
半
か
ら
一
九
二
八
年
に
か
け
て
で
あ
ろ
う
o

J史
麗
』
集
中
の
作
品
を
書
き
終
え
た
後
、

」
の
作
品
に
か
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。



こ
の
長
編
小
説
は
完
全
な
日
記
の
形
に
な
っ
て
お
り
、
日
付
は
三
月
三
日
か
ら
九
月
九
日
ま
で
で
あ
る
。
北
京
に
も
ど
り
、
お
ば
の
家
か

ら
平
民
教
育
促
進
会
の
編
集
の
仕
事
に
通
っ
て
い
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
所
よ
り
、

一
九
二
七
年
の
春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
、
鹿
隠
自
身

の
生
活
を
描
い
た
も
の
と
み
て
よ
い
。

夫
や
母
の
死
か
ら
立
ち
直
れ
な
い
で
い
る
主
人
公
の
前
に
、
心
優
し
い
青
年
が
現
れ
る
。

そ
の
熱
烈
な
求
愛
に
対
し
て
、

「
f
A

イ

1
1
L

は
自
分

が
年
上
で
あ
る
事
や
結
婚
歴
が
あ
る
事
か
ら
、
相
手
を
素
直
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
青
年
は
そ
の
複
雑
な
心
理
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
二
人
の
恋
は
や
が
て
終
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
青
年
の
モ
デ
ル
は
、
郭
夢
良
の
友
人
の
弟
で
、
当
時
法
政
大
皐
の
学
生
で
あ
っ

た
程
涼
森
で
あ
る
（
初
）
O

こ
の
小
説
で
は
、
石
評
梅
と
の
交
際
と
彼
女
の
死
も
描
か
れ
て
お
り
、
悲
哀
に
満
ち
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
作
者
の
限
は
自
分
の
悲
し
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み
だ
け
を
見
つ
め
、
外
に
向
お
う
と
は
し
な
い
が
、
あ
え
て
探
し
て
み
る
な
ら
、
平
民
教
育
促
進
会
に
於
け
る
描
写
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

点
川
浩
一
辺
腔
個
女
該
見
、

也
憧
得
編
輯
什
庭
的
？
』
本
来
在
我
何
的
社
命
日
裏
、
女
人
永
遠
只
是
女
人
、
除
了
作
人
的
玩
具
似
的
妻
、
和
奴

隷
似
的
管
家
婆
以
外
、
還
配
有
其
他
的
職
業
和
地
位
鳴
コ
・

2

」
の
他
に
は
、

革
命
家
智
水
が
虐
殺
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
に
強
い
憤
り
を
感
じ
た
こ
と
（
竹
一
）
、

某
党
の
指
導
者
の
演
説
を
聞
き
、

そ
の
愛
国

精
神
に
打
た
れ
た
こ
と
き
が
み
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

底
隠
は
こ
の
頃
の
事
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

我
的
生
命
上
便
有
了
光
明
、
有
了
力
、
所
以
在
腸
雁
中
、
我
有
者
熱
烈
的
呼
城
、
有
着
熱
烈
的
追
求
、
只
可
恨
那
時
節
、
我
脳
子
一
畏
還

有
一
些
封
建
時
代
的
飴
毒
、
我
不
敗
高
叫
打
破
間
教
的
藩
離
、
可
是
我
内
心
却
燃
焼
着
＝
一
一
辺
種
的
渇
望
、
因
億
一
一
一
辺
雨
念
的
不
調
協
、
我
受



査
了
痛
苦
、
最
後
我
是
被
奮
勢
力
所
戦
勝
（
略
）
（
H
）。

一
泊
や
煙
草
に
お
ぼ
れ
な
が
ら
も
、
何
と
か
立
ち
直
ろ
う
と
苦
し
ん
で
い
た
時
期
で
あ
る
。

（回

十
字
唯
建
と
の
出
合
い
と
再
婚
（
可
雲
鴎
情
書
集
』
、
『
東
京
小
口
問
』
第
一
折
、
『
攻
魂
的
刺
』
、
町
象
ザ
戒
指
』
）

虚
隠
が
そ
の
短
い
生
涯
に
於
て
最
も
充
実
し
た
幸
福
な
日
々
を
過
せ
た
の
が
、
李
唯
建
と
の
数
年
間
で
あ
ろ
う
。
こ
の
間
、
瞳
隠
の
精
神

状
態
は
落
ち
着
い
た
も
の
と
な
り
、
絶
望
的
な
悲
哀
は
影
を
潜
め
る
。

ま
ず
、
先
に
断
っ
た
よ
う
に
一
議
海
潮
汐
』
集
の
二
篇
か
ら
み
て
い
く
事
に
す
る
。

「
雨
夜
」

の
主
人
公
は
、
夫
と
死
別
し
て
い
る
が
、
既
に
心
に
決
め
た
人
が
い
る
。
そ
こ
へ
昔
の
知
人
が
倣
慢
な
態
度
で
求
婚
に
や
っ
て

「
雲
羅
姑
娘
」
は
、
李
唯
建
と
の
出
合
い
と
、

そ
の
愛
に
対
す
る
苦
し
み
を
描
い
て
お
り
、

ほ
と
ん
ど
虚
構
性
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
店
岨
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来
る
の
だ
が
、
主
人
公
は
厳
し
く
拒
絶
し
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
な
い
こ
の
求
婚
を
、
女
性
蔑
視
で
あ
る
と
し
て
憤
る
。

隠
は

τ婦
雁
』
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、
自
分
が
年
上
で
あ
る
事
や
結
婚
の
経
験
が
あ
る
事
な
ど
か
ら
、
極
力
避
け
て
通
ろ
う
と
し
た
様
子
が

記
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
『
雲
鴎
情
書
集
』
（
神
州
園
光
一
世
、

一
九
三
二
年
二
月
）
は
、
李
唯
建
と
知
り
合
っ
て
か
ら
結
婚
す
る
ま
で
（
お
）
に
交
し
た
六
十
八
通

の
二
人
の
恋
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

王
櫨
錫
は
「
序
」
の
中
で
、
直
隠
の
勇
気
を
た
た
え
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

慮
隠
的
「
誰
管
得
着
L

的
態
度
是
「
不
理
」
的
態
度
、
「
不
理
L

伯
不
是
解
決
問
題
的
方
法
、
「
不
理
」
是
違
背
了
十
倍
臼
枇
合
目
的
秩
序
、
浩
一
辺

様
的
叛
徒
、
是
不
能
在
奮
社
命
日
的
秩
序
下
生
存
的
。
有
了
他
就
没
有
印
、
仲
要
姑
得
住
、
他
就
得
擢
段
。
（
中
略
）



這
一
束
情
書
、
就
是
在
拝
礼
中
的
創
傷
的
光
栄
的
血
所
染
成
、
組
代
表
了
這
一
個
時
代
的
青
年
男
女
例
的
情
感
、
同
時
充
分
暴
露
了

這
新
時
代
的
矛
盾
（
あ
）
O

麗
隠
は
八
歳
年
下
の
李
唯
建
と
の
恋
に
苦
し
み
抜
い
た
が
、
結
局
は
周
囲
の
猛
反
対
を
押
し
切
っ
て
結
婚
し
、

そ
の
上
、
二
人
の
交
際
中

の
手
紙
を
公
開
す
る
と
い
う
、
当
時
と
し
て
は
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
事
を
や
っ
て
の
け
た
。
こ
れ
は
、
結
婚
の
自
由
を
勝
ち
取
ろ
う
と
苦

闘
し
て
い
た
数
多
く
の
青
年
達
を
、

ど
ん
な
に
か
力
づ
け
た
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

『
東
京
小
品
』
集
は
、
直
隠
の
死
後
一
九
三
六
年
の
初
め
に
北
新
書
局
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
第
一
輯
は
そ
の
内
容
か
じ
、
東
京
に

い
た
一
九
三

O
年
八
月
以
降
の
数
ヵ
月
間
に
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
二
・
三
輯
に
つ
い
て
は

作
日
鳳
が

「
在
一
一
一
辺
困
難
常
頭
的
時

光
（
幻
）
、
雇
隠
也
管
寝
過
幾
篇
鞭
援
時
弊
的
雑
文
、
批
評
嘗
権
者
的
胡
作
非
局
、
一
筋
飢
寒
交
迫
的
会
苦
群
衆
附
減
。

La）
と
述
べ
て
、
第
二
輯

麿
隠
在
完
成
『
火
焔
』
之
後
、
封
賓
園
求
楽
的
反
動
政
府
越
来
越
不
満
、
封
材
一
万
銅
革
命
的
黒
暗
統
治
吏
加
痛
恨
、
拍
手
中
的
筆
終
於
嬰
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の
「
水
災
し
と
、
第
三
輯
の
ほ
と
ん
ど
の
作
品
を
挙
げ
て
い
る
。
又
、
銭
虹
も
、

得
犀
利
起
来
。

一
九
三
三
年
七
月
至
九
月
、
仙
川
在
『
時
事
新
報
』
上
連
績
設
表
了
十
多
篇
短
小
精
停
、
尖
鋭
務
練
的
雑
文
（
却
）
0

と
い
う
文
の
後
に
、
第
三
輯
に
含
ま
れ
て
い
る
作
品
を
紹
介
し
て
い
る
。

以
上
の
事
か
ら
、
塵
隠
は
上
海
事
変
以
後
、
意
識
的
に
社
会
問
題
と
取
り
組
み
始
め
た
と
し
て
、
第
二
、

三
軒
を
同
に
入
れ
る
事
に
す

る

で
は
、
第
一
輯
か
ら
、
「
東
京
小
品
」
を
み
て
み
よ
う
c

こ
の
作
品
は
九
篇
の
随
筆
か
ら
成
っ
て
お
り
、

日
本
女
性
に
対
寸
る
匿
隠
の
意

見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

コ
二
、
都
居
」
で
は
、
日
本
の
女
性
が
小
羊
の
よ
う
に
男
性
に
従
順
な
の
を
見
て
、
「
世
界
上
回
以
没
有
個
性
的
女
性
町
、
仰
一
何
局
什
度
情
願



作
男
子
的
奴
隷
和
偶
儲
児
！
L

（
き
と
叫
び
そ
う
に
な
る
c

又、

一
。
玉
、
法
花
樹
一
関
」
で
は
、
留
学
生
老
張
に
よ
っ
て
、
日
本
の
女
性
は
世
界

で
最
も
解
放
さ
れ
て
お
り
、
貞
操
観
念
を
持
っ
て
い
な
い
か
ら
、
子
供
さ
え
つ
く
ら
な
け
れ
ば
何
ら
責
任
を
取
る
必
要
が
な
い
と
語
ら
れ

る

女
樺
的
皐
説
偉
管
像
海
潮
般
湧
了
起
来
、
其
賞
口
ハ
是
一
筋
人
類
的
歴
史
装
些
好
者
的
幌
子
、
誰
骨
受
到
賓
恵
？
l
尤
其
是
日
本
女
人
、
到

如
今
還
只
幽
囚
在
十
八
層
的
地
獄
裏
町
！

難
怪
社
命
日
永
遠
口
王
露
着
崎
形
的
病
態
了
！

31 

日
本
の
女
性
達
は
、
中
国
の
女
性
よ
り
以
上
に
悲
惨
な
も
の
に
映
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「六、

那
個
怯
弱
的
女
人
」

で
は
、
夫
の
暴
力
に
悩
む
隣
家
の
妻
が
、

じ
っ
と
屈
辱
に
耐
え
て
い
る
事
に
憤
慨
す
る
c

自
立
の
手
段
を
持

た
な
い
女
性
の
立
場
に
立
っ
て
、
離
婚
し
た
く
と
も
で
き
な
い
妻
の
心
中
を
思
い
や
る
と
い
う
こ
と
は
、
麿
隠
に
は
で
き
な
い
よ
う
で
あ

寸
九
、
烈
士
夫
人
」
は
、
か
つ
て
中
国
人
と
結
婚
し
て
い
た
日
本
の
女
性
を
描
く
。

五
十
歳
近
い
そ
の
人
が
、
生
き
て
い
く
為
に
愛
情
の
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マ
匂
。

な
い
結
婚
を
す
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
女
性
の
地
位
の
低
さ
に
鹿
隠
は
た
め
息
を
も
ら
す
。

で
は
次
に
『
攻
現
的
刺
』
集
（
中
華
書
局
、

一
九
三
三
年
三
月
）
の
作
品
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
『
雇
隠
停
』
に
よ
れ
ば
、
杭
州
に
い
る
半

年
の
間
に
こ
の
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
小
説
を
書
き
、

同
時
に

F
家
牙
戒
指
向
』
も
執
筆
し
て
い
た
（
さ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
、
h

、

こ
の
二

つ
の
作
品
は
、

一
九
三

O
年
末
か
ら
一
九
一
一
二
年
七
月
ま
で
の
聞
に
書
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。

表
題
作
の

寸
攻
現
的
刺
L

は、

七
つ
の
随
筆
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
「
二
、
池
点
一
ご
で
は
、
真
剣
に
女
性
の
地
位
に
つ
い
て
議
論
を
挑

む
底
隠
の
姿
が
見
ら
れ
る
し
、
寸
玉
、
地
L

で
は
、
不
幸
な
境
遇
に
も
め
げ
ず
力
強
く
生
き
る
女
性
が
登
場
す
る
。
又
、
寸
七
、
時
先
生
的
帽

子
L

か
ら
は
、
雇
隠
が
何
人
か
の
軍
人
と
交
際
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。
軍
人
の
生
活
を
書
く
為
に
、
看
護
婦
と
し
て
従
軍
し
た
い
と
語
っ



て
お
り
、
革
命
戦
争
に
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。

「
岐
路
L

は
廃
娼
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
革
命
の
為
に
家
出
し
た
良
家
の
娘
が
、

同
士
山
に
弄
ば
れ
、
編
さ
れ
て
、
果
て
は
娼
婦
に
ま

で
身
を
落
す
。
こ
の
事
を
知
っ
た
か
つ
て
の
革
命
の
仲
間
は
、
し
か
し
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
の
仲
間
に
よ
っ
て
、
娼
婦
は
青
年

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
か
ら
追
放
す
べ
き
だ
、

い
や
悪
い
の
は
社
会
で
あ
っ
て
娼
婦
を
責
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
る
が
、

麗
隠
が
売
春
問
題
に
つ
い
て
さ
ほ
ど
深
い
考
え
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
従
っ
て
、
堕
落
し
た
主
人
公
の
哀
れ
さ
だ
け
が
強

調
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

「
社
志
長
埋
」
は
、
革
命
家
智
水
の
虐
殺
を
扱
っ
て
い
る
が
、

そ
の
妻
や
老
父
の
悲
し
み
を
描
写
し
な
が
ら
も
、
作
者
コ
あ
く
主
で
革
命

の
外
側
で
同
情
の
涙
を
流
し
て
い
る
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
の
集
で
は
、
幸
福
な
結
婚
生
活
に
よ
っ
て
曜
隠
の
心
に
平
安
が
訪
れ
た
様
子
が
手
に
取
る
上
う
に
分
る
。
今
ま
で
自
分
の
羽
一
独
に
ば
か
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り
執
著
し
て
い
た
彼
女
の
筆
は
、
周
囲
の
人
物
を
客
観
的
に
描
き
始
め
て
い
る
。

さ
て
、

こ
の
項
最
後
の
『
象
牙
戒
指
』
（
商
務
印
書
館
、

一
九
三
四
年
二
月
）
は
、
親
友
石
評
梅
を
モ
デ
ル
に
し
た
長
編
小
説
で
あ
る
。
寸
同

君
宇
と
の
恋
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
思
想
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
彼
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
又
、
石
評
梅
が

婦
人
団
体
を
組
織
し
て
会
合
を
開
い
て
い
た
事
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
浮
き
足
立
っ
て
女
性
解
放
を
叫
ぶ
人
々
の
中
で
、
彼
女
は
頗
る
冷
静

で
あ
り
、

か
っ
そ
う
い
っ
た
人
達
に
対
し
て
批
判
的
で
も
あ
る
。

以
上

一
九
二
八
年
か
ら
一
九
三
二
年
ま
で
の
作
品
を
み
て
き
た
わ
け
だ
が
、
生
ま
れ
て
初
め
て
麗
隠
は
精
神
的
に
満
た
さ
れ
た
日
々
を

送
っ
て
い
る
。
文
章
は
明
る
く
、
「
東
京
小
品
L

、
っ
攻
現
的
刺
」
と
い
っ
た
新
し
い
形
の
作
品
を
も
の
し
、
周
囲
に
注
ぐ
ま
な
ざ
し
は
暖
か

い
。
社
会
問
題
に
対
し
て
は
や
は
り
部
外
者
と
し
て
の
立
場
を
取
っ
て
い
る
が
、
婦
人
解
放
問
題
に
つ
い
て
は
、
直
隠
の
は
っ
き
り
と
し
た



考
え
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

同

充
実
の
時
期
（
可
女
人
的
心
円

τ火
焔
』
、
司
東
京
小
品
』
第
二
・
三
和
）

『
女
人
的
心
』
（
上
海
四
社
出
版
部

一
九
三
三
年
六
月
）
（
未
見
）
は
、

一
九
三
二
年
頃
書
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
見
）
O

直
隠
は
こ
の
作
品
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

最
近
我
所
属
的
『
女
人
的
心
』
我
大
胆
的
叫
出
打
破
藩
簸
的
口
競
、
我
大
胆
的
反
釘
宮
勢
力
、
我
更
大
胆
的
否
認
女
子
片
面
的
貞
操
。

但
這
些
還
不
修
、
我
正
努
力
着
、
我
不
只
白
川
我
自
己
一
階
級
的
人
作
喉
舌
、
今
而
後
我
要
更
深
沈
的
生
活
、
我
要
一
筋
一
切
階
級
的
人

鳴
不
平
（
災
）
O
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こ
れ
に
よ
っ
て
、
直
隠
の
婦
人
問
題
に
対
す
る
態
度
が
明
確
に
理
解
で
き
よ
う
。

さ
て
、
こ
の
小
説
で
は
、
結
婚
し
て
子
供
も
い
る
女
性
素
瑛
が
、
純
士
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
に
留
学
す
る
。
そ
こ
で
同
じ
く
留
学
中
で
、

愛
人
の
い
る
夫
と
離
婚
し
、
純
土
と
正
式
に
結
婚
す
る
が
、
帰
国
し
て
み
る
と
周
囲
の
風
当
り
は
あ
ま
り
に
も
厳
し
い
。
主
人
公
は
純
士
と

別
れ
て
田
舎
で
後
半
生
を
送
ろ
う
と
決
心
し
、
純
士
は
懸
命
に
彼
女
を
説
得
す
る
。
こ
の
小
説
は
主
人
公
が
迷
っ
て
い
る
所
で
終
る
が
、

彼
女
が
幸
福
を
つ
か
む
で
あ
ろ
う
事
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
（
ぎ
。
旧
礼
教
を
批
判
し
、
結
婚
の
自
由
を
訴
え
る
こ
の
小
説
が
明
る
い
未
来
を
に

お
わ
せ
て
い
る
の
は
、
雇
隠
の
生
活
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
火
焔
』
は
、

一
九
三
五
年
九
月
付
排
、
北
新
書
局
よ
り
麗
隠
の
死
後
出
版
さ
れ
た
。

一
九
三
二
年
一
月
二
八
日
に
起
っ
た
上
海
事
変
を
扱

っ
た
も
の
で
あ
る
翁
）
。
こ
れ
は
そ
の
数
ヵ
月
後
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
執
筆
さ
れ
た
（
さ
ら
し
い
。
前
線
で
戦
う
一
兵
土
の
限
で
終
始
描
か
れ

て
い
る
が
、
作
者
が
戦
争
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
と
い
う
点
に
絞
っ
て
み
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。



ま
ず

内
戦
に
つ
い
て
主
人
公
は
、

「
我
刑
有
時
虞
不
明
白
、

我
伺
魚
了
什
鹿
要
嘗
兵
！

我
伺
矯
了
什
鹿
要
打
伏
？
L

（
ぎ
と
疑
問
を
抱

く
。
そ
し
て
又
「
人
類
研
！

震
什
慶
不
能
拾
棄
了
侵
略
別
人
的
自
私
的
戦
争
生
活
。
而
男
技
出
路
児
！
」
（
幻
）
と
嘆
く
。

敵
で
あ
る
日
本
軍
に
対
し
て
も
、

た
だ
憎
し
み
を
も
っ
て
描
く
の
で
は
な
く
、

日
本
人
た
ち
も
戦
争
の
犠
牲
者
で
あ
る
と
い
う
点
を
強
調

す
る
。

そ
し
て
兵
士
た
ち
は
、
こ
の
無
意
味
な
戦
争
が
一
日
も
早
く
終
り
、
何
人
か
で
も
犠
牲
者
が
少
な
く
な
れ
ば
よ
い
の
だ
が
と
話
し
合

う
の
で
あ
る
。
無
意
味
な
戦
争
に
対
す
る
糾
弾
と
い
う
面
か
ら
は
、
音
山
味
の
あ
る
作
品
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
は
、
国
が
こ
れ
か
ら
ど
う
い

う
方
向
へ
向
お
う
と
し
て
い
る
の
か
、

又
自
分
達
は
そ
の
中
で
い
か
に
行
動
す
べ
き
か
と
い
う
大
き
な
視
点
が
欠
け
て
い
る
。
こ
れ
は
作
者

の
中
に
そ
れ
が
な
い
為
の
当
然
の
結
果
で
あ
ろ
う
。

こ
の
作
品
を
貫
い
て
い
る
も
の
は
、
他
な
ら
ぬ
人
道
主
義
で
あ
る
。
『
新
青
年
』
に
し
て
も
、
慮
隠
が
そ
の
会
員
で
あ
っ
た
文
学
研
究
会
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に
し
て
も
、
五
四
時
期
の
中
心
的
思
想
は
人
道
主
義
で
あ
っ
た
。
『
海
渚
故
人
』
集
の
「
徐
涙
」
で
示
さ
れ
た
麗
隠
の
人
道
主
義
思
想
と
、
十

年
後
に
書
か
れ
た
『
火
焔
』
に
於
け
る
思
想
と
は
、
基
本
的
に
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
一
一
立
回
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

最
後
に
取
り
上
げ
る
『
東
京
小
品
』
第
二
・
三
輯
は
、
前
述
の
よ
う
に
一
九
三
三
年
頃
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
合
ま
れ
る

ほ
と
ん
ど
の
作
品
は
社
会
問
題
を
主
題
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
跳
舞
場
蹄
来
し
は
、
五
年
間
の
留
学
経
験
を
持
つ
美
し
い
三
十
四
歳
の
女
性
が
主
人
公
で
あ
る
。
父
か
ら
、
っ
我
希
望
仲
要
作
一
一
個
矯
人

類
震
上
帝
所
工
作
的
一
個
偉
大
該
子
、
所
以
仰
終
身
不
嫁
、

正
足
以
賓
現
仲
的
理
想
、
好
好
努
力
杷
！

L

（
？
と
言
わ
れ
、

ひ
た
す
ら
勉

強
す
る
が
、
気
が
つ
い
て
み
る
と
、

た
っ
た
一
人
で
と
り
残
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
は
結
婚
で
き
な
か
っ
た
事
を
心
か
ら
後
悔
し
、
貴
重
な
青

春
を
無
駄
に
し
て
し
ま
っ
た
と
嘆
く
。

「
瓢
泊
的
女
児
L

は
、
上
海
事
変
で
揺
れ
る
社
会
を
背
景
に
、

同
性
愛
の
若
い
二
人
の
女
性
畏
如
と
星
若
を
描
く
。
旧
民
如
は
、
男
が
女
を



弄
ぶ
よ
う
に
、
自
分
も
男
を
弄
ん
で
や
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
社
会
の
す
べ
て
の
法
律
は
男
の
都
合
の
よ
い
よ
う
に
で
き
て
お
り
、
女
は

玩
具
の
よ
う
な
存
在
に
過
ぎ
な
い
、

だ
か
ら
結
婚
し
た
く
な
い
の
だ
と
い
う
。
だ
が
生
活
難
の
時
代
に
男
に
伍
し
て
生
き
て
い
く
事
は
で
き

ず
、
両
親
を
養
う
た
め
に
、
彼
女
は
愛
の
な
い
結
婚
を
決
意
す
る
。

男
女
の
不
平
等
を
、

ど
う
解
決
に
も
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
見
当
も
つ
か
な
い
当
時
の
女
性
た
ち
の
戸
惑
い
が
伺
え
る
作
品
で
あ
る
。

寸
補
槙
子
」
は
、
共
働
き
夫
婦
の
問
で
の
家
事
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
あ
る
日
、
破
れ
た
ま
ま
の
靴
下
を
見
て
夫
が
怒
る
と
、
妻
は
靴
下

な
ど
繕
っ
て
い
る
暇
は
な
い
、
仕
事
と
家
事
を
万
全
に
こ
な
す
な
ど
と
い
う
の
は
所
詮
無
理
な
話
だ
と
反
論
す
る
。
夫
の
、

「
補
槙
子
的
太

太
、
和
能
経
済
濁
立
的
太
太
不
可
得
策
、

也
算
是
一
個
婦
女
問
題
児

L 
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と
い
う
言
葉
で
二
人
は
仲
な
お
り
を
す
る
が
、

」
れ
は

李
唯
建
と
の
生
活
の
一
場
面
と
思
わ
れ
、
前
の
二
篇
に
比
べ
て
明
る
い
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

「
男
人
和
女
人
」
は
、
夫
の
浮
気
に
我
慢
で
き
な
く
な
っ
た
妻
が
家
を
出
よ
う
と
す
る
顛
末
を
措
く
。

イ
プ
セ
ン
の
ノ
ラ
の
よ
う
に

人
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形
の
家
」
を
捨
て
て
自
分
の
進
む
べ
き
道
を
探
そ
う
と
決
意
す
る
が
、
簡
単
に
夫
に
説
得
さ
れ
て
し
ま
う
。
結
局
の
所
、

ノ
ラ
は
イ
プ
セ
ン

の
理
想
で
あ
り
、
女
は
永
遠
に
埋
れ
て
い
る
し
か
な
い
の
だ
と
い
う
妻
の
嘆
息
で
こ
の
作
品
は
終
る
。

次
に
、
女
性
解
放
に
つ
い
て
直
接
的
に
語
っ
て
い
る
こ
篇
を
み
て
み
よ
う
。

「
今
後
婦
女
的
出
路
」

で
は
、
良
妻
賢
母
の
思
想
に
よ
り
、
女
性
た
ち
は
社
会
へ
の
進
出
を
阻
ま
れ
、
独
立
し
た
人
格
と
社
会
的
地
位
と

個
性
を
失
っ
た
と
説
く
。
男
女
に
は
能
力
面
で
の
差
は
な
く
、
女
性
の
能
力
を
埋
れ
さ
せ
て
お
く
の
は
国
家
の
損
失
で
あ
る
。
経
済
的
に
も

家
事
の
面
で
も
男
女
は
同
等
に
分
担
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
、
女
性
た
ち
に
社
会
に
進
出
し
て
経
済
的
な
基
盤
を
持
ち
、
人
間
と
し
て
の
権

利
を
回
復
せ
よ
と
訴
え
る
。
経
済
的
に
独
立
し
得
た
女
性
の
自
信
に
満
ち
た
発
言
で
あ
る
。

「
花
瓶
時
代
L

で
は
、
働
く
女
性
た
ち
に
自
覚
を
促
し
て
い
る
。
尊
大
な
男
た
ち
が
、
奴
隷
階
級
の
中
か
ら
女
を
解
放
し
て
く
れ
た
が
、



女
た
ち
は
ま
だ
、
単
に
職
場
の
花
に
過
ぎ
ず
、

い
つ
捨
て
ら
れ
る
か
分
ら
な
い
存
在
で
あ
る
。
だ
か
ら
女
性
は
自
ら
を
救
う
こ
と
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
決
し
て
男
達
に
思
恵
を
乞
う
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
の
だ
と
述
べ
る
。
問
題
は
、
こ
こ
で
も
男
対
女
の
次
元
に
す
り
変
え

ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
二
篇
か
ら
、
婦
人
問
題
は
婦
人
自
身
の
手
で
、
自
ら
目
覚
め
、
努
力
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
考
え
が
読
み
取
れ
る
。
同
等
の
権
利
を
獲
得
す
る
為
に
精
神
的
・
経
済
的
自
立
を
訴
え
る
が
、
社
会
問
題
の
一
環
と
し
て
女
性
解
放
問
題

を
捉
え
る
眼
は
持
っ
て
い
な
い
。

こ
の
他
に
水
害
に
関
す
る
三
篇
の
文
章
が
注
目
さ
れ
る
。

「
水
災
し
は
、
水
申
告
の
為
に
妻
子
を
失
い
、
無
一
物
と
な
っ
た
男
を
描
く
が
、

た
だ
悲
惨
な
状
況
を
写
す
だ
け
に
終
っ
て
い
る
。

「
災
遺
不
移
L

で
は
、
今
度
の
水
害
は
人
災
で
あ
り
、
指
導
者
逮
は
無
策
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

」
れ
を
金
も
う
け
に
利
用
し
て
い
る
と
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い
う
批
判
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
同
僚
は
、
ぎ
り
ぎ
り
の
所
ま
で
追
い
つ
め
ら
れ
れ
ば
人
聞
は
立
ち
上
る
は
ず
で
あ
る
。

い
ま
だ

民
衆
が
抵
抗
し
な
い
の
は
災
害
が
十
分
足
り
て
な
い
か
ら
だ
と
主
張
し
、
「
私
L

と
対
立
す
る
。
そ
し
て
「
代
三
百
万
災
民
詰
命
し
で
は
、
人

民
の
義
援
金
を
巻
き
上
げ
る
役
人
達
に
、
良
心
を
持
て
と
呼
び
か
け
る
。

以
上
が
、

一
九
三
二
年
以
後
に
書
か
れ
た
雇
隠
晩
年
の
作
品
で
あ
る
。
『
女
人
的
心
』
で
、
世
間
か
ら
激
し
い
圧
力
を
受
け
な
が
ら
も
強

靭
に
生
き
抜
く
女
性
を
描
き
、
『
火
焔
』
で
戦
争
に
取
り
組
み
、
『
東
京
小
品
』
で
高
ら
か
に
女
性
解
放
を
叫
ん
だ
鹿
隠
は
、

一
九
三
四
年
五

月
十
三
日
、

三
十
五
歳
の
若
さ
で
、
難
産
の
為
に
他
界
す
る
。
精
神
的
に
も
思
想
的
に
も
、

そ
し
て
表
現
技
巧
の
面
で
も
や
っ
と
そ
の
基
礎

が
で
き
上
っ
た
と
い
う
所
で
あ
っ
た
の
に
。



士汀
H

J
ノ
引
川

び

庫
隠
は
社
会
問
題
を
主
題
と
し
た
小
説
を
数
多
く
書
い
て
き
た
。

だ
が
そ
れ
は
、
終
始
一
貫
し
て
傍
看
者
の
限
で
描
か
れ
て
い
る
。
他
人

の
日
記
や
手
紙
を
読
む
、
人
の
話
を
聞
く
と
い
っ
た
、
作
者
は
小
説
の
前
後
に
ほ
ん
の
少
し
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
だ
け
の
、

そ
う
い
う
受
身
的

な
形
式
を
と
る
小
説
が
多
い
か
ら
か
も
知
れ
な
い
c

そ
し
て
又
、
彼
女
の
大
き
過
ぎ
る
悲
哀
も
一
因
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
何

よ
り
も
大
き
な
原
因
は
、
麗
隠
が
本
質
的
に
非
政
治
的
な
人
間
で
あ
っ
た
と
い
う
事
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

社
会
問
題
の
中
で
、
唯
一
自
分
の
問
題
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
婦
人
問
題
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
売
春
を
始
め
と
す
る
底
辺
の
女
性

た
ち
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
同
次
元
に
立
っ
て
考
え
て
み
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
虚
隠
は
中
産
階
級
の
人
間
で
あ
り
、
彼
女
の
女
性
解

女
で
あ
る
鹿
隠
の
前
に
は
、
具
体
的
な
様
々
な
差
別
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
彼
女
は
勇
敢
に
そ
の
一
つ
一
つ
を
乗
り
越
え
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，
什
川
河
ム
問
、
宇
品
、

4
rん
三
日
y
h

あ
く
ま
で
も
中
産
階
級
の
女
性
解
放
論
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

だ
か
九
と
い
っ
て
、
彼
女
を
責
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
鹿
隠
の
解
放
論
は
、
実
際
の
生
活
の
中
で
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
母
親
に
反
対
さ
れ
た
為
に
、
全
く
の
自
力
で

大
学
へ
行
き
、
卒
業
後
は
教
師
と
し
て
社
会
的
、
経
済
的
地
位
を
確
保
し
た
。
旧
礼
教
が
ま
だ
生
き
て
い
る
社
会
に
あ
っ
て
、
妻
を
持
つ
郭

夢
良
と
の
結
婚
も
、

八
歳
年
少
の
李
唯
建
と
の
再
婚
も
想
像
を
絶
す
る
苦
難
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
う
い
っ
た
数
々
の
試
練
の

中
で
も
彼
女
は
着
々
と
小
説
を
書
き
続
け
た
。
走
り
も
し
な
け
れ
ば
止
ま
る
事
も
な
い
。

「
悲
哀
の
作
家
し
、

「
打
情
の
作
家
L

と
呼
ば
れ
る

日
直
隠
は
、
意
外
に
し
た
た
か
に
己
の
人
生
を
生
き
き
っ
た
よ
う
で
あ
る
。



こ
の
年
、
麗
隠
二
十
一
歳
、
大
学
三
年
。

『
海
慣
故
人
』
商
務
印
主
館
、
一
九
三

O
年
三
月
五
版
、

一
九
二
三
年
、
上
海
一
日
間
香
旅
祉
に
て
挙
式
。

一
九
一
九
年
入
学
、
一
九
二
二
年
卒
業
。

「
我
整
天
局
奔
走
同
事
忙
札
荘
、
天
安
門
開
民
衆
大
台
冴
、
総
統
曾
請
願
冴
、
十
字
路
口
演
講
師
切
、
這
些
一
事
我
是
頭
一
遭
純
歴
、
所
以
更
目
覚

得
有
興
趣
、
一
克
熱
心
到
版
部
不
吃
、
完
也
不
眠
的
幹
君
。
」
（
『
】
虚
隠
自
博
』
市
一
－
出
版
社
、
一
九
三
同
年
十
月
十
五
日
初
版
、
六
四
頁
）

女
師
大
学
生
会
の
幹
事
、
女
師
大
福
建
同
郷
会
の
代
表
、
又
そ
の
大
会
の
副
主
席
、
刊
行
物
の
編
集
、
福
建
同
郷
会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
し

た
秘
密
の
同
体
「
社
会
改
良
派
し
（
r
i
p

－F
F
S〕
）
の
一
白
一
と
、
か
な
り
の
活
躍
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
（
『
事
隠
白
山
一
亡
六
回
、
六
九
頁
）

同
、
九
O
頁

『
麗
隠
侍
』
肯
鳳
、
北
京
師
範
大
卒
出
版
社
、
一
九
八
二
年
二
月
、
五
五
頁

『
華
般
半
月
刊
』
を
編
集
し
て
い
た
一
九
二
七
年
頃
。

『
中
国
現
代
女
作
家
』
閤
油
徳
主
一
湖
、
県
出
江
人
民
出
版
社
、
一
九
八
三
午
六
月
、
二
六
六
一
片
。

『
東
海
潮
汐
『
』
一
九
円

O
平
十
二
月
五
版
、
三
六
百
バ
ο

同
、
六
三
頁
。

同
、
一
六
五
頁
。

同
、
一
五
四
頁
。

『
宜
隠
選
集
R
3

宵
鳳
・
孫
可
一
怖
、
百
花
丈
叶
一
五
出
版
壮
、
一
九
八
三
年
十
月
、
一
七

O
頁。

『
底
陪
、
中
園
現
代
作
家
選
集
叢
k
u
f
A

白
鳳
一
備
、
一
二
聯
h
u

九
日
店
香
港
分
店
・
人
民
丈
堅
出
版
社
、

『
虚
隠
停
』
六

O
頁。

向
、
五
六
頁
。

同
、
五
五
頁
。

こ
の
こ
と
は
、

［注］

（

1
）
 

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

6 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 

一五一二
τ
貝。

-s+ -

一
九
八
三
年
五
月
、
八
二
頁
。

一
九
八

O
平
十
一
月
二
八
日
、
宣
惜
の
友
人
佳
品
清
が
古
風
二
直
接
吊
っ
た
と
？
ソ
っ
三
】
宣
－
J

川
吋
叫
す
一
ニ
ペ
ゴ
一
、
六
九
頁
）



36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 

可
小
説
文
選
ー
ー
近
代
中
国
女
土
著
作
家
』
上
海
文
皐
壮
、

同
、
二
八
一
頁
。

向
、
二
四
二
頁
。

『
麗
隠
自
博
」
九
六
頁
。

一
九
二
八
年
三
月
三
日
に
埋
世
英
宅
で
紹
介
さ
れ
、
一
九
二
一

O
年
八
月
に
結
婚
。

「
雲
鴎
情
書
集
L

－
初
版
本
、
六
頁
。

上
海
事
変
を
指
す
。

『
麗
隠
惇
』
九
七
頁
。

「
論
麗
隠
的
後
期
創
作
」
（
可
華
束
師
範
大
革
皐
報
b

一
九
八
四
年
第
一
期
、
－
一
頁
）

可
東
京
小
品
』
一
九
三
七
年
三
月
再
版
、
二

O
頁。

同
、
四
四
頁
。

『
麗
隠
悼
』
八
ゴ
五
貝
。

同
、
九
一
一
良

『
塵
隠
自
停
η

口
九
七
頁
。

可
麗
隠
停
』
九
二
・
九
三
一
只
。

塵
隠
は
当
時
上
海
に
住
ん
で
お
り
、
こ
の
戦
争
を
実
際
に
見
て
い
る
。
又
、
女
生
徒
を
連
れ
て
兵
士
の
慰
問
に
行
き
、
直
佐
多
く
の
英
雄
の
事
蹟

を
聞
い
た
り
も
し
て
い
る
。
（
「
論
直
一
陪
的
後
期
創
作
」
銭
虹
）

『
慮
隠
自
侍
』
八
七
頁
。

守
火
焔
』
一
九
三
七
年
三
月
再
版
、
二
四
頁
。

同
、
七
回
頁
。

『
東
京
小
品
』
一
六
八
頁
。

同
、
二
二
一

O
頁。
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一
九
三
二
年
三
月
一
日
、
二
二
六
頁
。

（幻）
（
見
）

（
持
）
（刊）
（
付
）


